
施設分離型小中一貫校 :大 穂中・大曽根小・前野小・要小 吉 沼小

No,1

令和 5年 4月 28日
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今和 5年 度がスタートして |か 月が経とうとしています。小学校に入学した 1年 生や進級 した7年生を

はじめ、進級 した児童・生徒は、学校に慣れ、楽しい学校生活を送っています。これまで制限されていた

教育活動も、コロナウイルス感染症対策の見直しにより、少しずつ従来の姿に戻りつつあります。

さて、つくば市学校教育指導方針では「みんなが幸せを実感できる学園・学校 `幼稚園～自己実現で

きる学校 。みんなで支え合い、みんなが生き生きした学校～」の実現に向け、児童 。生徒への教育を推

進していきます。また、それを受け、大穂学国のめざす児童生徒像は「進んで関わり合い、粘り強く努カ

する児童 。生徒の育成」です。つくば市ならではの小中一貫教育を充実させ、学びの連続性を生かし、

役立つ知力を育成させたいと考えています。

このような目指す学園。学校像に近づけていくことは、保護者や地域の方々のご協力やご支援がなくて

は育てることができないものです。大穂学日の子どもたちのために、今後ともお力添えをお願いいたしま

す。

4月 5日 (水 )、 大穂学園

の教職員が大穂中学校に一同

iこ 集まり、第 1回学園総会が

開催されま した。今年度、大

穂学園に赴任 してきた職員を

は じめ、大穂学園の教職員全

員 が 学 園長 の経 営方 針 を聞

き、共通理解を深める場 とな

りま した。
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開会の言葉
1.学園長挨拶

2.学校紹介 (校長、教頭、教務 )

3.学年部会
4.各教科部会

開会の言葉

学園総会次第

学園内の先生が学年ごと

|こ グループとなり、顔合わせ

や今年度の行事計画につい

て確認 しました。

教科部会では教科 ごとに

代表者を決め、今年度の見通

しを確認 しました。9学年を

通 した系統的な学びにつな

|ず ます。

◇学年部会

◇各教科部会

※裏面 (2ページロ)に「今和 5年度大穂学園グランドデザイン」を掲載しておきます。
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1茨城県あ教育百報
ひとりひとりの能力を需発し

豊かな人間性をつちかう

しようぶな身体をつくり

たくましヽ ′ヽむを養う

郷土を愛し

協力じあう赴を育てる

管理から自己決定ヘ

～自己肯定感～6つの力のバラ

● 自己決定の場の設定 【学年・特

●ルールメイキング 【生指主・特

亀…………轟………………

くば市の目指す学園・学校像

学びたくなる楽しい学園・学校

自己実現できる学校

みんなで支え合い

みんなが生き生きした学校

数癸豫ヽも学抒へ 量 管理寿ヽ儀謳議決鷹へ

● メタ認知を促す振 り返 りの工夫

●考え、議論する道徳の展開

●ICT機器を活用した教育方法の確立

●主体的に取 り組む家庭学習習慣の
警|||
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基礎学力の向上 教えから学びξ雉予鮨彰

鬱
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●学習意欲を喚起する課題 と提示の工夫  |
.鷲

●思考を深める対話的な学習形態の工夫  |

.・ ‐~‐・ ‐~:`~・ ‐. ‐
11`‐

.・‐ ‐‐~=‐‐‐・ ‐ ‐‐‐ ■

健著≧  |
●授業 【学年主任部会】・》徘 鰈

ぐ
繹 鵞

●つくばスタイル科 【学年主任部会】 ~
●スポーツ交流 【体育主任】

教員のスキルアップ&交流  ,麟 :量b議 議色2
●学級経営 【学年主任部会】
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●授業力向上 【研究主任部会】 儡間臨

●学園研修 【推進委員会】
●学園着手研修 【担当校 :】

児童。生徒の交流

● チーム支援研修 【生徒指導主事部会】

●教育相談 【生徒指導主事部会】

●特別支援教育 【特支コーディネータ部会】

●丁ecmsに よる研修交流・情報共有

大
穂
学
園

の
取
組
み

| ●行事交流 【教務主任部会】  翻習螢圏瞳
|

● 中学校見学 【教務主任部会】
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活主任】

活主】
●特別活動の充実 【特活主任】

●生徒指導の充実 【生徒指導主事】

～自己肯定感～6つの力のバランス

コミュニティスクールの推進 J蝙
鰺m‐‐

● 学校運営協議会推進委員会の開催

●防災・安全管理

● くすのき会 との連携

実態を踏まえた各校の教育目標

大曽根小の教育目標

自ら学び ′む豊かで ねばり強い児童の育成

大穂中の教育 目標

共に高め合い、粘り強く努力する生徒の育成

:●領域【主担当】 :

吉沼小の教育目標

学びの大切さを理解 し、明るく、たくま

し<行動する児童の育成

要小の教育日標

主体的・対話的な育み、よりよい社会・幸

大穐学園の小中一貫教育で目指す児童。生徒像

□ 自分の考えをもち,進んで学ぶ子

ロ ネL儀正しく,思いやりのある子

□ ′せ身共に健康で,粘 り強い子

前野小の教育日標

自分 と向き合い、他者 とつながり、自分を

高める児童の育成 墜
=貿

盤嵐笠鍾蛍主_

大穂学園の教育日標

進んで関わり合い 粘り強〈努力する児童・生徒の育成


